
　
以
上
、
不
敏
・
菲
才
を
か
え
り
み
ず
、
誤
解
に
よ
る
妄
評
に
終
始
し
た
こ

と
を
深
く
著
老
に
お
詑
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
御
研
究
の
発
展

を
期
待
し
て
筆
を
お
く
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
5
判
　
本
文
三
〇
一
頁
　
索
引
八
頁
　
　
九
七
六
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
弘
文
館
刊
　
三
八
O
O
円
）

　
　
　
（
広
島
火
学
教
育
学
部
東
雲
分
校
教
授
　
広
島
市

日
日
倣
似
但
搾
・
　
王
備
心
毅
・
程
仙
一
兀
晶
鰍
・
侯
俊
儒
欝
　
郵
船
姫
糊

『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』

森
　
田
　
憲
　
司
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台
湾
の
鼎
文
書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
宋
人
伝
記
資
料
索
引
』
全
六

冊
が
、
昨
年
十
二
月
で
完
成
し
た
。
第
一
冊
の
刊
行
は
一
九
七
四
年
四
月
で

あ
る
が
、
序
文
に
は
、
一
九
六
八
年
か
ら
編
輯
が
開
始
さ
れ
と
あ
り
、
九
年

間
の
歳
月
が
費
さ
れ
た
事
に
な
る
。
本
文
五
冊
に
は
、
四
五
〇
九
頁
に
亙
っ

て
、
丁
元
に
始
ま
り
簗
元
に
終
わ
る
一
万
五
千
人
（
凡
例
に
よ
る
）
の
宋
人

に
つ
い
て
、
そ
の
伝
記
に
関
す
る
資
料
が
、
五
百
五
種
の
材
料
か
ら
集
成
さ

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
鐘
冊
と
呼
ぶ
に
値
し
よ
う
。

　
全
体
の
構
成
は
、
は
じ
め
の
五
冊
が
索
引
本
文
で
あ
り
、
第
六
冊
に
は
、

編
者
の
一
人
王
徳
毅
氏
の
手
に
な
る
「
別
名
字
号
封
諏
索
引
」
を
中
心
に
、

付
録
と
し
て
、
や
は
り
王
氏
の
「
宋
文
集
中
碑
銘
伝
記
資
料
不
著
名
緯
人
物

彙
考
」
　
（
原
載
『
史
原
』
第
六
期
）
・
「
評
『
宋
人
伝
記
索
引
』
」
（
原
載
『
史

原
』
第
五
期
）
の
二
編
と
、
　
ミ
遷
ミ
織
㍉
o
ミ
§
ミ
ミ
』
鮭
黛
瓠
鵠
幻
ミ
ミ
湧

く
o
H
図
×
×
H
＜
に
載
っ
た
本
書
へ
の
書
評
（
一
国
．
O
■
↓
頃
一
白
ρ
ロ
氏
）
が
転
載

さ
れ
、
さ
ら
に
、
既
刊
の
本
文
五
儒
に
つ
い
て
、
二
九
頁
に
の
ぼ
る
「
校
勘

記
」
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
第
六
冊
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
紹

介
に
と
ど
め
、
以
下
、
本
文
部
分
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
の
私
見
を
述
べ
る

こ
と
と
し
た
い
。



評轡

　
さ
て
、
　
「
索
引
を
書
評
す
る
」
と
は
、
如
何
な
る
作
業
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
に
も
、
単
な
る
誤
植
か
ら
史
料
解
釈
に
至
る
、
さ
ま
ざ
ま
の
蝦
瑛
が
散

見
す
る
事
は
確
か
で
あ
る
し
、
そ
れ
に
対
す
る
指
摘
・
補
正
を
行
な
え
ば
、

利
用
者
に
と
っ
て
極
め
て
有
用
な
書
評
と
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
　
「
宋
人
伝
記

索
引
」
　
〔
朱
史
提
要
編
纂
協
力
委
員
会
編
　
東
京
　
一
九
六
八
〕
に
対
す
る

王
徳
毅
氏
の
書
評
（
前
述
の
如
く
、
本
書
の
第
六
冊
に
再
録
）
は
、
こ
う
し

た
も
の
の
代
表
と
雷
え
よ
う
。
本
書
に
つ
い
て
も
、
播
柏
澄
氏
の
「
乱
人
伝

記
資
料
索
引
（
第
一
偶
）
補
正
」
（
『
食
貨
』
第
四
巻
第
六
期
）
が
存
在
す
る
。

こ
れ
も
、
単
な
る
ミ
ス
の
指
摘
を
越
え
て
、
一
つ
一
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

史
料
に
基
い
て
問
題
点
を
指
摘
し
、
本
書
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
不
可
欠
の

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
氏
の
全
巻
に
亙
る
続
稿
が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
今

既
に
二
九
頁
も
の
「
校
勘
記
」
を
含
む
第
六
巻
を
手
に
し
、
そ
れ
以
上
に
新

し
い
も
の
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
筆
者
の
力
に
余
る
（
溜
氏
の
指
摘
に
つ
い

て
も
、
是
非
の
囲
白
な
も
の
は
、
ほ
ぼ
こ
の
「
校
勘
記
」
に
採
ら
れ
て
い
る
）
。

こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
既
製
の
諸
工
具
書
と
比
較
し
つ
つ
、
　
「
こ
の
索
引
で
は
、

ど
こ
ま
で
が
判
り
、
ど
こ
か
ら
は
判
ら
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
、
　
い
わ
ば

「
使
い
勝
手
」
を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
角
度
か
ら
卑
見
を
述
べ
て
、
書

評
と
し
て
の
責
め
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。
本
書
の
性
格
か
ら
し
て
、
筆
者
は
こ
の

大
冊
を
通
覧
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
諸
例
も
、
自
分
自

身
の
研
究
上
の
必
要
か
ら
本
書
を
利
用
し
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
経
験

の
限
り
で
、
目
に
つ
い
た
点
を
指
摘
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
本
書
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
各
項
臣
が
ど
の
よ
う
な
形

式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
、
寒
熱
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
具
体
的
な

項
目
を
例
と
し
て
挙
げ
た
上
で
、
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
筆

者
の
個
人
的
な
関
心
と
、
本
書
の
問
題
点
が
集
中
的
に
発
現
し
て
い
る
、
と

い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
、
　
『
新
唐
書
糾
纏
』
・
『
五
代
史
纂
誤
』
の
二
つ
の
著

述
を
残
し
た
呉
績
（
二
／
一
＝
一
七
”
第
二
冊
の
一
一
二
七
頁
を
指
す
、
以

下
、
本
書
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
方
式
に
よ
っ
て
そ
の
箇
所
を
示
す
）

と
、
そ
の
父
旧
師
孟
（
二
／
一
一
六
一
）
と
の
項
目
を
取
り
上
げ
る
。

　　呉師孟　（1021－Uユ0）・字醇翁・成都人。第進土・三遷鳳州塵塚・
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願力。後山至左朝議大夫知蜀州・又論茶法害民・途謝事去。二親四年

卒・年九十。

　　　呉氏族譜（全蜀藝文志53／4）
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　　　皇詩書録中／33下

　　　書史會要　6／20

　　　宋蜀文輯存作岩考／3下

　　　宋元學案補遣96／16

　　　二黒言司　1／209

　　　宋詩系己窮　25／5

　　　宋詩紀三蔵傳補正1／22下
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先
づ
第
一
に
、
彼
等
の
項
目
の
検
索
自
体
が
、
必
ず
し
も
楽
で
は
無
い
。

す
な
わ
ち
、
一
次
的
に
は
筆
画
順
で
あ
る
が
、
同
筆
胃
内
で
は
、
他
の
多
く

の
類
書
の
如
く
、
　
「
部
首
↓
康
煕
字
典
」
配
列
、
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
台

湾
な
ど
で
時
々
用
い
ら
れ
て
い
る
、
点
（
・
）
横
（
皿
）
直
（
－
）
撤
（
ノ
）

方
式
を
採
用
し
て
い
る
（
凡
例
六
に
説
明
が
あ
る
）
。
我
々
は
、
ま
た
別
種
の

配
列
順
に
悩
ま
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
特
に
、
　
「
無
い
事
を
確
認
す
る
」
と

い
う
、
騰
る
意
味
で
は
索
引
の
最
も
重
要
な
利
用
場
面
に
際
し
て
、
そ
れ
が

痛
感
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
事
情
を
異
に
す
る
が
、
同

様
に
特
殊
な
配
列
を
し
て
い
る
『
二
十
四
史
伝
目
引
得
』
　
〔
中
啓
飼
主
編

北
平
　
一
九
三
六
〕
の
よ
う
に
、
通
行
の
方
式
に
よ
る
索
引
を
、
せ
め
て
設

け
て
欲
し
か
っ
た
。
つ
い
で
乍
ら
、
同
じ
く
配
列
の
問
題
と
し
て
は
、
巻
頭

の
「
引
用
書
目
」
も
、
独
特
の
並
べ
方
と
な
っ
て
お
り
、
所
引
書
の
板
本
の

検
索
に
不
自
由
す
る
こ
と
が
あ
り
、
も
う
一
工
夫
さ
れ
て
い
た
ら
と
望
ま
れ

た
。　
さ
て
、
こ
の
二
人
の
項
目
の
記
述
は
、
前
脚
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
各
項
目
に
つ
い
て
付
さ
れ
て
い
る
略
伝
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
乳
人
の
人
名
辞
典
と
し
て
は
、
恐
ら
く
は
『
中
国
人
名
大
辞
典
』

〔
繊
萄
館
主
編
　
北
平
　
一
九
二
一
〕
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
収
録
範
囲
の

広
さ
、
史
料
の
列
記
等
の
点
で
、
本
書
は
人
名
辞
典
と
し
て
も
、
そ
れ
を
大

き
く
越
え
る
も
の
と
雷
え
よ
う
。
個
々
の
伝
記
記
事
が
、
ど
の
史
料
に
基
い

て
い
る
の
か
が
、
も
う
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
点
で
、
や
や
問
題
を
残
し
は

す
る
が
、
厳
密
な
も
の
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
索
引
部
分
に
基
い
て
原
史
料

に
当
り
直
す
べ
き
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
小

伝
は
評
価
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
は
、
す
ぐ

れ
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
し
か
し
、
難
点
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
呉
縷
の
項
を
見
る
と
、
　
「
有
望

唐
書
雲
隠
五
巻
・
五
代
史
纂
誤
五
巻
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
周
知
の
、
我
々
に
と
っ
て
身
近
な
文
献
で
あ
る
。
一
方
、
例
え

ば
、
郡
至
の
項
（
五
／
三
七
三
〇
）
に
も
、
　
「
有
往
事
亀
鑑
・
請
書
・
蟹
江

集
」
と
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の
方
は
、
い
つ
れ
も
現
存
し
な
い
。
つ

ま
り
、
本
論
に
於
て
は
、
主
題
の
人
物
の
著
述
に
関
し
て
、
そ
の
甦
存
の
区

別
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
は
な
は
だ
不
便
な
の
で
あ
る
。
『
増
訂
鳥
撃
全
雷

簡
明
爵
録
標
注
』
〔
中
華
書
聖
編
　
北
京
　
一
九
五
九
〕
、
『
現
存
忍
人
著
述

目
略
』
〔
国
立
中
央
図
書
館
目
録
藁
座
第
七
輯
　
台
北
　
一
九
七
一
〕
等
を
利

用
す
れ
ば
、
軟
存
の
明
示
は
、
さ
し
て
福
間
の
か
か
る
作
業
で
は
な
か
っ
た

筈
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
単
に
記
述
形
式
だ
け
で
は
な
く
、
本
書
全
体
の
姿

勢
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
伝
記
史
料
と
し
て
の
本
人
自
身
の
著
作

へ
の
軽
視
が
、
本
書
の
各
部
分
に
於
て
か
な
り
目
に
つ
く
事
は
後
述
す
る
。

　
次
に
、
索
引
部
分
に
目
を
転
じ
て
検
討
を
加
え
た
い
。
従
来
、
宋
代
史
研

究
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ワ
…
ク
は
多
い
が
、
こ
の
二
人
の
名
を
、
そ
れ

ら
で
検
索
す
る
と
、
呉
師
孟
に
つ
い
て
の
史
料
が
、
　
『
宋
史
翼
』
・
『
皇
宋
書

録
』
　
（
共
に
『
四
十
七
種
宋
人
伝
記
綜
合
引
得
』
　
〔
欝
金
燕
京
学
社
引
得
第

三
四
号
　
北
平
　
一
九
三
九
〕
以
下
『
四
十
七
種
』
と
略
）
、
『
宋
詩
紀
事
』

（『

v
音
紀
事
著
者
引
々
』
　
〔
喩
佛
燕
京
学
社
引
得
第
一
九
号
　
北
平
　
一
九

三
四
〕
）
、
　
『
宋
元
野
壷
補
遺
』
（
『
宋
磁
學
案
宋
元
學
案
補
遺
人
名
字
号
別
名

索
引
』
〔
衣
川
強
吟
京
都
　
一
九
七
四
〕
以
下
『
宋
元
學
案
索
引
』
と
略
）

に
存
在
す
る
事
が
判
明
す
る
の
み
で
あ
り
、
績
の
方
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し

た
索
引
類
か
ら
で
は
、
そ
の
名
を
見
出
せ
な
い
。
そ
れ
以
外
は
、
全
て
本
書

に
よ
っ
て
、
初
め
て
検
索
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
（
た
だ
し
、
彼
等
二

人
に
興
味
を
持
つ
研
究
者
が
、
例
え
ば
『
宋
代
蜀
文
輯
存
』
に
直
接
当
た
っ
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て
み
な
い
筈
は
な
い
が
）
、
そ
の
限
り
で
は
、
ま
こ
と
に
有
り
難
い
。
『
東
洋

學
報
』
第
五
八
巻
第
一
・
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
渡
辺
紘
良
氏
の
紹
介
文
は
、

本
書
の
人
名
辞
典
と
し
て
の
性
格
に
重
点
を
遣
い
で
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
筆
悲
は
資
料
索
引
と
し
て
の
面
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。
こ
の

よ
う
に
有
用
な
索
引
部
分
で
は
あ
る
が
、
詳
細
に
個
々
の
内
容
を
検
討
す
れ

ば
、
事
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
い
く
つ
か
の
疑
問
点
が
、
こ
こ
に
も
存
在

し
て
い
る
。

　
先
づ
、
呉
師
孟
の
第
一
条
「
呉
氏
族
譜
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
正
し
く
は

『
全
蜀
満
文
志
』
の
巻
五
三
～
五
に
、
「
一
7
5
費
著
撰
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て

い
る
「
（
成
都
）
氏
族
譜
」
の
「
落
馬
」
の
条
を
指
し
て
い
る
。
従
来
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
史
料
を
取
り
上
げ
た
着
眼
は
敬
服
す
る
が
（
こ
の

史
料
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
近
く
別
に
論
ず
る
つ
も
り
で
い
る
）
、

現
物
に
あ
た
っ
て
み
れ
ば
、
彼
に
続
い
て
、
患
子
の
績
に
つ
い
て
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
事
が
判
る
。
然
る
に
、
前
掲
の
引
用
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
呉
績
の
項
で
は
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
彼
等
二
人
を
出
し
た
「
呉
氏
」
に
つ
い
て
、
こ
の
「
氏
族
譜
」
で

は
、
七
人
の
名
が
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
で
は
｝
人
（
縷
を
含
め

て
も
二
人
）
し
か
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
、
逐
一

列
挙
す
る
事
は
差
し
控
え
る
が
、
こ
の
事
は
、
同
書
の
他
の
氏
族
の
部
分
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
「
属
族
譜
」
に
限
っ
て
は
、

そ
こ
に
見
え
る
一
人
一
人
に
つ
い
て
の
採
否
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
不
統
一

で
あ
り
、
そ
こ
に
編
者
の
意
図
・
規
準
と
い
う
も
の
が
見
出
せ
な
い
。
こ
う

し
た
極
端
な
例
は
、
こ
の
「
氏
族
譜
」
に
つ
い
て
し
か
発
生
し
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
ひ
と
た
び
こ
の
よ
う
な
事
例
が
見
出
さ
れ
れ
ば
、

他
の
史
料
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
事
態
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
を
、
本
書

を
利
用
す
る
側
と
し
て
は
、
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
前
述
の
如
く
、

索
引
と
い
う
も
の
の
最
も
重
要
な
用
途
は
、
　
「
無
い
事
の
確
認
」
で
あ
る
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
点
に
於
て
、
・
こ
の
索
引
の
信
頼
度
に
対
し
て
疑

問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

　
次
元
を
全
く
異
に
し
、
　
呉
氏
と
も
離
れ
る
が
、
　
次
の
よ
う
な
事
例
も
、

「
有
無
」
の
問
題
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
愚
婦
の

地
方
志
に
見
え
る
伝
記
史
料
の
取
り
扱
い
で
あ
る
。
宋
元
方
志
は
、
　
『
家
元

方
志
伝
記
索
引
』
　
〔
朱
士
嘉
編
　
北
京
　
一
九
六
三
〕
や
、
　
『
野
人
伝
記
索

引
』
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
本
書
で
も
収
録
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
諸
業
績
を
通
じ
て
、
各
方
志
に
含
ま
れ
る
伝
記
史
料
の
一
部

分
し
か
採
用
さ
れ
て
い
な
い
事
に
気
づ
く
。
今
、
た
ま
た
ま
手
許
に
あ
る

『
嚴
州
圏
経
』
（
漸
西
村
舎
叢
刊
本
）
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
こ
の
書
物
か

ら
は
、
巻
一
の
「
賢
牧
」
・
門
人
物
」
の
各
節
か
ら
総
名
の
項
程
を
抜
き
出
し

て
い
る
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
「
賢
牧
」
の
部
分
に
あ
る
「
歴

官
題
名
」
に
つ
い
て
は
、
該
当
人
物
の
項
を
い
く
つ
か
調
べ
て
み
た
限
り
で

は
、
本
書
に
見
出
せ
な
い
（
例
、
胡
寅
の
名
は
、
　
『
圓
経
』
の
巻
一
、
三
二

裏
に
見
え
る
が
、
本
書
の
彼
の
項
二
／
一
五
六
七
に
は
、
同
じ
く
地
方
志

の
『
嚴
州
遺
志
』
巻
二
「
摺
物
」
に
あ
る
彼
の
記
事
の
方
は
、
伝
記
の
形
式

に
な
っ
て
い
る
た
め
に
採
用
し
て
い
る
が
、
　
『
圖
経
』
の
方
は
採
っ
て
い
な

い
）
。
こ
の
史
料
な
ど
は
、
官
職
自
体
の
重
要
性
を
抜
き
に
す
れ
ば
、
『
四
十

七
種
』
に
収
め
ら
れ
、
本
書
に
も
引
き
継
が
れ
た
『
宋
中
興
百
官
題
名
』
と
、

そ
の
記
述
内
容
は
同
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
ま
た
、
『
淳
煕
三
山
志
』

の
巻
二
六
～
三
二
の
「
人
物
・
科
名
」
の
項
で
は
、
同
じ
登
第
者
リ
ス
ト
に

並
ん
で
い
る
人
物
で
も
、
父
禎
・
本
貫
・
心
当
等
の
記
事
の
存
在
の
有
無
で
、

採
否
を
決
め
て
い
る
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
こ
れ
も
、
　
『
宋
編
方
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志
伝
記
索
引
』
・
『
宋
代
伝
記
索
引
』
の
や
り
方
の
踊
襲
で
あ
る
が
）
。
こ
う

し
た
題
名
類
の
採
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
が
充
実
す
る
項
目
も
少
な
く
な

い
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
惜
し
ま
れ
る
。

　
本
索
引
の
特
長
の
一
つ
は
、
文
集
史
料
の
重
視
で
あ
る
。
単
に
帯
芝
行
状

の
み
な
ら
ず
、
採
鉱
・
序
記
・
題
賊
等
々
、
従
来
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ

た
分
野
に
ま
で
、
史
料
収
集
の
ワ
ク
を
広
げ
た
事
は
、
そ
れ
を
逐
一
検
索
す

る
手
数
を
考
え
れ
ば
、
大
変
有
り
難
い
。
し
か
し
、
『
宋
代
文
集
索
引
』
〔
佐

伯
冨
編
　
京
都
　
一
九
七
〇
〕
に
比
べ
て
み
る
と
、
後
者
は
、
対
象
文
集
の

数
が
僅
か
で
あ
る
と
は
言
え
、
個
々
の
史
料
の
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
項

目
を
採
っ
て
お
り
、
人
名
に
関
し
て
も
、
本
書
に
数
倍
す
る
量
と
な
っ
て
い

る
。
本
書
で
も
、
単
に
史
料
の
題
目
だ
け
で
は
な
く
、
内
容
に
ま
で
踏
み
こ

ん
で
の
採
集
が
行
な
わ
れ
て
い
れ
ば
、
さ
ら
に
充
実
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

今
、
　
佐
伯
氏
の
索
引
の
対
象
以
外
か
ら
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
　
元
の
呉
澄
の

『
落
文
正
公
集
』
は
、
所
引
書
目
に
挙
げ
ら
れ
（
四
九
巻
本
）
、
事
実
、
王
安

石
の
項
な
ど
で
は
利
用
さ
れ
て
い
る
（
一
／
二
七
七
「
臨
川
王
文
公
転
序
」
）
。

こ
の
よ
う
に
、
元
人
文
集
に
ま
で
資
料
収
集
の
対
象
を
広
げ
て
い
る
点
は
、

他
に
例
が
無
く
、
高
く
評
価
す
る
の
に
や
ぶ
さ
か
で
は
無
い
が
、
同
じ
『
呉

文
正
商
量
』
の
資
料
で
も
、
曹
錫
（
三
／
二
二
〇
二
）
に
関
す
る
「
無
縫
幽

幽
族
譜
序
」
　
（
巻
一
八
）
は
、
引
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、

本
書
の
彼
の
小
伝
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
登
第
年
（
嘉
定
元
年
）
が

明
ら
か
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
、
筆
者
の
経
験
の
限
り
で
も

結
構
鼠
に
つ
く
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
指
摘
は
、
煩
珀
な
記
事
の
増
加
を
求
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
な

い
。
た
だ
、
　
「
本
書
に
出
て
こ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
載
っ
て
い
な
い
と
は

限
ら
な
い
」
と
い
う
、
単
純
な
事
実
の
確
認
を
し
た
だ
け
の
事
で
あ
る
。
望

む
ら
く
は
、
所
引
書
目
あ
た
り
に
、
一
つ
一
つ
の
材
料
に
つ
い
て
、
　
「
ど
こ

を
採
用
し
、
ど
こ
は
採
ら
な
か
っ
た
か
」
を
開
示
し
て
欲
し
か
っ
た
。
そ
れ

さ
え
あ
れ
ば
、
　
「
ど
こ
ま
で
が
判
っ
て
、
ど
こ
か
ら
は
判
ら
な
い
の
か
」
が
、

明
瞭
と
な
り
、
こ
の
索
引
の
信
頼
性
は
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
本
書

を
一
度
引
い
た
だ
け
で
、
五
百
余
種
の
書
物
を
全
て
検
索
し
た
の
と
同
じ
だ

け
の
御
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
方
が
、
ど
だ
い
図
々
し
い
と
い
わ
れ
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
で
あ
る
（
索
引
と
は
、
そ
の
た
め
に
あ
る
の
だ
が
）
。

　
再
び
呉
師
孟
に
戻
る
。
次
に
、
第
三
条
の
「
宋
（
代
）
蜀
文
面
存
作
者
考
」

に
注
目
し
た
い
。
本
書
は
、
こ
の
「
作
者
考
」
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
　
『
宋

代
蜀
文
輯
存
』
本
文
に
於
け
る
、
彼
の
文
章
の
収
録
箇
所
に
つ
い
て
は
、
指

示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
小
伝
の
部
分
で
も
問
題
と
し
た
、
主
題
人
物
の

著
述
に
つ
い
て
、
伝
記
史
料
と
し
て
の
価
値
を
、
本
書
が
軽
視
し
て
い
る
と

い
う
傾
向
の
あ
ら
わ
れ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
『
宋
詩
画
餅
』
・
『
全
宋
詞
』
へ

の
注
目
と
い
う
一
面
も
あ
る
が
）
。
呉
績
の
方
に
つ
い
て
は
、
『
輯
存
』
の
他

に
、
彼
の
二
つ
の
著
作
の
解
題
を
含
む
『
四
庫
全
書
吊
目
提
要
』
が
、
本
書

の
収
録
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
事
も
注
目
さ
れ
る
。
　
『
提
要
』
の
如
き
明
清

書
の
、
本
書
で
の
一
般
的
な
取
り
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、

『
提
要
』
は
、
本
書
の
索
引
で
は
見
出
せ
な
い
多
様
な
材
料
（
例
え
ば
、
小

説
・
筆
記
の
類
）
を
も
利
用
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
信
頼
度
も
一
般
的

に
高
い
た
め
、
伝
記
資
料
と
し
て
の
価
値
は
少
な
く
な
い
と
言
え
よ
う
。

『
提
要
』
に
関
連
し
て
、
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
辮
証
』
〔
弘
遠
錫
編
北

平
　
一
九
三
七
〕
が
、
周
輝
の
項
（
二
／
一
四
五
二
）
で
は
引
か
れ
て
い
る

の
に
、
引
用
書
目
に
見
え
な
い
の
は
奇
妙
な
事
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
書
物

や
『
提
要
』
の
有
用
性
を
示
し
て
い
る
と
書
え
る
。
全
面
的
に
利
用
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
著
述
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
　
『
提
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評書

要
』
の
他
に
も
、
『
宋
史
藝
文
志
』
や
、
陳
振
孫
の
『
直
通
書
録
解
題
』
・
晃

公
武
の
『
郡
齋
諦
書
志
』
等
の
書
目
類
に
著
録
さ
れ
た
文
献
類
に
つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
著
表
の
項
で
採
用
し
て
欲
し
か
っ
た
。

　
本
書
の
よ
う
な
索
引
の
編
輯
に
あ
た
っ
て
、
対
象
書
膣
を
ど
の
よ
う
に
撰

定
す
る
か
は
、
編
者
の
最
も
苦
心
す
る
点
で
あ
り
、
ま
た
、
怪
事
の
生
ず
る

点
で
も
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
、
文
集
史
料
の
重
点
的
な
収
集
等
の
点
か
ら
見

て
、
同
時
代
史
料
の
重
視
に
基
本
方
針
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
前
述
し
た
『
提
要
』
を
代
蓑
と
す
る
、
明
清
豊
代
に
お
け
る

編
纂
書
の
取
り
扱
い
で
あ
ろ
う
。
　
『
四
十
七
種
』
で
か
な
り
の
比
重
を
占
め

て
い
る
こ
う
し
た
書
物
を
、
な
ま
じ
「
児
識
」
を
加
え
ず
に
、
そ
の
ま
ま
移

録
さ
れ
て
い
る
（
凡
例
八
）
の
は
有
り
難
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
も
の

の
採
否
に
つ
い
て
、
充
分
な
検
討
を
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

こ
の
曳
航
孟
の
場
合
も
、
引
用
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
清
の
編
纂

物
が
、
多
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
個
々
の
内
容
を
検
討
し
て
み

る
と
、
　
『
宋
史
翼
』
・
『
宋
元
學
案
補
遺
』
・
『
宋
詩
法
事
小
伝
補
正
』
そ
れ
に

『
全
宋
詞
』
の
小
伝
は
、
　
『
（
成
都
）
氏
族
譜
』
を
利
用
し
、
『
古
代
蜀
文
輯

存
作
者
考
』
は
、
　
『
宋
史
籍
』
を
転
用
し
て
い
る
。
一
方
、
　
『
宋
詩
紀
事
』

の
小
伝
は
、
　
『
皇
宋
書
録
』
を
引
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
　
（
詩
・
詞
を
除
け

ば
）
こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、
ナ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
は
、
　
『
氏
族
譜
』
・
『
書

史
緊
要
』
だ
け
と
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
書
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
『
（
天

啓
）
成
都
三
校
』
の
彼
の
伝
（
巻
一
八
）
に
は
、
本
書
に
並
ん
で
い
る
史
料

で
は
見
出
せ
な
い
記
事
が
あ
る
と
い
う
、
皮
肉
な
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
な
ど

は
特
殊
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
明
清
地
方
志
の
全
て
と
は
言
わ
な
い
ま
で

も
、
そ
の
う
ち
の
代
表
的
な
も
の
や
、
本
書
所
収
の
諸
書
に
見
え
な
い
材
料

を
含
む
、
呉
任
臣
の
『
十
國
春
秋
』
、
勢
格
の
『
讃
書
智
識
』
等
は
、
何
故
収

録
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
疑
問
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
の
収
録
範
囲
の
限
界
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
。
あ
れ
が
無
い
、

こ
れ
が
欠
け
て
い
る
、
と
全
く
の
「
無
い
無
い
尽
く
し
」
で
申
し
わ
け
が
な

い
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
要
求
を
全
て
満
足
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
結

果
は
、
本
書
に
数
倍
す
る
大
冊
と
な
り
、
そ
れ
で
は
、
あ
ま
り
に
非
現
実
的

な
話
と
な
っ
て
し
ま
う
。
利
用
効
率
の
面
か
ら
見
て
も
、
現
状
は
適
当
な
あ

た
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
一
定
の
欲
求
不
満
を
禁
じ
得
な
い

の
は
、
筆
者
生
来
の
収
集
癖
の
な
せ
る
わ
ざ
の
み
で
あ
ろ
う
か
。

　
次
に
、
従
来
存
在
し
て
い
た
、
宋
代
史
研
究
の
た
め
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ワ

ー
ク
と
比
較
し
て
、
本
書
の
占
め
る
位
置
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的

に
、
工
具
書
の
網
の
目
が
発
達
し
て
い
る
中
国
学
の
中
で
も
、
宋
代
史
の
分

野
は
、
特
に
充
実
度
が
高
い
。
引
用
書
目
を
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
も
の
の
対

象
と
な
っ
て
い
た
書
物
の
多
く
は
、
本
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
特

に
本
書
と
密
接
に
関
連
す
る
、
　
『
四
十
七
種
』
と
『
宋
入
伝
記
索
引
』
の
二

つ
に
つ
い
て
は
、
補
正
の
上
で
本
書
に
移
録
が
行
な
わ
れ
た
事
が
、
凡
例

（
八
・
九
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
、
我
々
は
、
一
つ
一
つ
配
列
方

式
の
異
な
る
種
々
の
索
引
を
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
ひ
つ
く
り
返
す
労
苦
か

ら
解
放
さ
れ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
筈
」
で
あ
っ

て
、
現
実
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
と
『
宋
元
學
案
索
引
』
と

比
べ
て
み
れ
ば
、
後
老
が
、
学
派
、
人
間
関
係
を
示
す
た
め
に
、
単
に
人
名

の
み
の
項
潤
に
つ
い
て
も
副
出
さ
せ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
、
そ
れ

を
採
っ
て
は
い
な
い
た
め
（
そ
の
事
の
当
否
は
別
に
し
て
も
）
、
や
は
り
、
我

々
は
こ
の
書
物
を
も
検
索
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
さ

ら
に
重
要
且
つ
不
可
解
な
事
が
あ
る
。
本
書
に
全
文
移
録
さ
れ
た
事
に
な
つ
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て
い
る
『
宋
人
伝
記
索
引
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
れ
に
引
か
れ
て
い
る

金
石
書
の
多
く
が
、
本
書
の
引
用
書
目
に
は
児
え
な
い
。
し
か
も
、
さ
ら
に

奇
妙
な
の
は
、
そ
の
書
物
が
、
本
文
の
項
目
の
中
で
は
、
利
用
さ
れ
て
い
る

事
も
あ
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
　
『
山
右
石
刻
叢
編
』
は
、
　
『
朱
人
伝
記
索

引
』
に
あ
っ
て
、
本
書
の
引
用
書
鳳
に
見
え
な
い
書
物
で
あ
る
が
、
司
馬
池

（一

^
四
三
六
）
の
項
で
は
引
用
さ
れ
、
一
方
で
、
　
『
聖
人
伝
記
索
引
』
で

こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
（
一
〇
五
頁
）
孫
綴
鄭
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
彼
の

項
（
三
／
一
九
三
六
）
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
態
が
存
在
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
も
は
や
不
用
に
な
っ
た
筈
の
『
鰐
足
伝
記
索
引
』

も
、
依
然
と
し
て
手
許
か
ら
離
せ
な
い
ば
か
り
か
、
こ
こ
で
も
、
本
書
の
信

頼
度
に
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
（
こ
れ
は
、
　
『
宋
人
伝
記
索
引
』
と
の

比
較
と
い
う
点
で
、
渡
辺
氏
の
紹
介
文
が
指
摘
し
て
い
る
、
碑
伝
の
題
目
の

省
略
以
上
に
重
要
な
問
魎
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
。
こ
の
『
山
右
石
刻
叢
書
』

を
は
じ
め
と
す
る
欠
落
書
の
多
く
は
、
『
石
刻
史
料
叢
書
』
〔
台
北
　
台
湾
芸

文
印
書
館
　
一
九
六
七
〕
に
収
め
ら
れ
、
原
本
も
さ
し
て
珍
し
い
も
の
で
は

な
く
、
彼
土
で
の
入
手
の
困
難
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
い
で
乍
ら
、
石
刻
史

料
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
の
他
に
も
、
各
石
刻
の
撰
者
・
筆
者
は
、
項
目
と
し

て
無
視
さ
れ
て
い
る
事
（
こ
れ
は
、
「
著
述
の
軽
視
」
と
つ
な
が
る
）
、
後
代

の
地
方
志
に
見
え
る
宋
代
の
金
石
文
が
、
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
事
（
「
明
清

の
編
纂
書
の
評
価
」
と
つ
な
が
る
）
等
も
、
問
題
と
な
る
。

　
以
上
、
検
討
を
加
え
て
き
た
闇
題
の
原
因
の
一
つ
は
、
本
書
が
、
こ
れ
だ

け
の
法
大
な
史
料
の
集
成
で
あ
り
、
そ
の
編
輯
過
程
で
多
く
の
人
手
を
経
て

い
る
で
あ
ろ
う
だ
け
に
、
　
一
つ
一
つ
の
項
壌
、
記
事
の
選
択
・
執
筆
に
つ
い

て
、
一
定
の
原
則
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
事
に
由
来
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
筆
者
の
灰
聞
す
る
と
こ
ろ

で
は
、
編
者
は
既
に
、
本
書
に
対
す
る
本
格
的
な
補
正
を
計
画
中
と
か
。
そ

の
姿
勢
に
は
頭
が
下
が
る
が
、
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
よ
う
な
、
単
な
る
問
題

点
の
羅
列
で
は
な
く
、
二
つ
だ
け
な
り
と
も
、
前
向
き
の
提
案
を
示
し
て
お

き
た
い
。

　
一
　
各
引
用
薔
に
つ
い
て
、
ど
の
部
分
を
、
ど
う
い
う
基
準
で
利
用
し
た

　
　
の
か
、
を
明
示
す
る
事
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
述
）

　
二
　
略
伝
や
引
用
史
料
中
に
見
え
る
人
名
（
主
と
し
て
、
父
祖
・
子
孫
・

　
　
姻
戚
）
を
も
含
ん
だ
、
本
書
の
総
合
人
名
引
得
を
作
製
す
る
事
（
こ
れ

　
　
に
つ
い
て
は
、
『
遼
金
元
人
伝
記
索
引
』
〔
梅
原
郁
・
衣
川
強
編
　
京
都

　
　
一
九
七
二
〕
に
穿
て
、
我
々
は
そ
の
有
用
性
を
実
感
し
て
い
る
）

　
こ
う
し
て
、
色
々
と
望
蜀
の
誉
口
を
並
べ
て
き
た
。
本
書
が
、
　
「
総
合
的
」

な
宋
人
の
資
料
索
引
と
し
て
、
期
待
さ
れ
る
点
が
多
い
だ
け
に
、
期
待
と
の

食
い
違
い
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
気
に
掛
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
、
編
者
の

見
識
に
対
す
る
誤
解
に
よ
る
、
失
礼
の
言
辞
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
畏
れ
て

い
る
が
、
御
海
容
願
い
た
い
。
と
も
あ
れ
、
五
百
五
種
の
史
料
か
ら
集
め
ら

れ
た
、
一
万
五
千
名
の
宋
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
持

つ
個
別
的
な
問
題
を
越
え
て
や
は
り
、
限
り
無
く
有
益
で
あ
り
、
壮
観
で
す

ら
あ
る
。
人
物
を
軸
と
し
て
宋
代
史
を
見
て
い
こ
う
と
す
る
時
（
漢
文
史
料

の
基
本
形
式
の
一
つ
が
、
　
「
伝
記
」
で
あ
る
以
上
、
個
々
の
人
物
を
離
れ
て

の
旧
中
国
研
究
は
有
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
）
、
広
大
な
沃
野
を
、
本
書
は
我

々
の
前
に
展
踊
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
の
問
題
は
、
本
書
を
利
用
す
る
側

に
む
し
ろ
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
昨
夏
来
日
さ
れ
、
最
終
巻
の
膨
大
な
校
正
刷
に
取
り
組
む
一
方
で
、
次
の

企
画
で
あ
る
「
元
代
伝
記
資
料
索
引
」
の
史
料
収
集
に
励
ま
れ
て
い
た
編
老
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の
一
人
、
王
徳
毅
氏
の
姿
を
思
い
出
す
。
本
書
の
完
成
に
費
さ
れ
た
編
者
諸

先
学
の
労
苦
に
感
謝
し
つ
つ
、
又
、
拙
文
が
次
作
以
降
に
何
等
か
の
益
あ
ら

ん
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
欄
号
す
る
。
　
（
一
九
七
七
・
三
ニ
ニ
一
）

　
　
（
A
5
判
　
全
六
冊
　
総
五
〇
九
五
頁
、
一
九
七
四
年
四
月
～
七
穴
年
一
二
月
、

　
璽
北
　
鼎
文
書
局
、
新
壁
幣
一
一
三
六
〇
元
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
火
学
院
文
学
研
寵
科
　
京

P
．
麟
．
甥
二
二
尊
覧

6
0
憂
§
臣
ぴ
愚
8
0
憲
o
d
8
0
琴
碧
話
k
お
ε
Φ
8

ズ
』
自
δ
O
O
鋤
。
ご
鵠
9
◎
鋤
凝
↓
鵠
鵠
×
7
×
口
口
ご
⇔
コ
●

井
　
上
　
浩
　
一

序

口書

　
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
一
一
世
紀
以
降
の
ビ

ザ
ソ
ツ
世
界
に
、
西
欧
の
封
建
制
度
に
極
め
て
よ
く
似
た
、
政
治
・
経
済
・

社
会
制
度
を
認
め
る
史
家
と
、
皇
帝
権
の
強
大
さ
等
ビ
ザ
ン
ツ
の
特
質
の
連

続
を
強
調
す
る
史
家
と
の
間
で
、
国
際
的
な
論
争
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し

こ
の
「
ビ
ザ
ン
ツ
封
建
制
論
争
」
も
六
〇
年
代
半
に
は
立
ち
消
え
と
な
り
、

以
降
は
個
別
的
な
研
究
テ
ー
マ
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
属
立
っ

た
傾
向
と
し
て
、
貴
族
に
関
す
る
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
研
究
（
各
家
系
毎
に
そ

の
メ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
。
各
官
職
・
位
階
毎
に
そ
の
地
位
に
つ
い
た
人
物

を
確
定
す
る
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
連
の
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
研
究

の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
ソ
連
の
代
表
的
な
研
究
者
カ
ジ
ュ
ダ
ソ
〉
●
コ
」
〈
£
。
〉
困
令

潤
量
は
七
四
年
に
、
　
一
一
－
二
世
紀
の
貴
族
に
関
す
る
画
期
的
な
研
究
を

発
蓑
し
た
。
『
一
一
i
二
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
の
支
配
階
級
の
社
会
的
構
成
』
で

あ
る
。
本
書
は
新
し
い
方
法
論
、
明
快
な
結
論
、
興
味
深
い
仮
説
の
提
起
に

お
い
て
、
近
年
の
ビ
ザ
ン
ツ
史
研
究
の
白
眉
と
い
っ
て
よ
い
。
以
下
や
や
詳
　
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

し
く
彼
の
所
説
を
紹
介
す
る
の
も
、
こ
の
研
究
の
重
要
性
の
ゆ
え
で
あ
る
。
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